
STEP2：施設保有の方針検討 STEP3：広域連携の検討 STEP4：モデル事業の検討

STEP5：官民連携の検討 STEP6：官民連携事業化

STEP1：行政課題の抽出

公営住宅

学校 公園

LED

統廃合
共同
管理

共同
調達

コンセッション

例えば･･･
 照明のLED化に向けて、複数の市
町で共同調達できないか…

 泉州地域の自治体間でこんな行政
サービスがあると良いのでは…

 施設を泉州地域の市町の皆さんが
利用できるようにするためには…

人口減少に
伴う税財源
の減少

施設規模
の再検討

行政サー
ビスの質
の向上

公共施設の
維持管理
大変！

 LEDの調達は複数の市町で同じ課
題であるため、共同調達しよう！

 泉州地域で、広域連携はじめ、知
識やノウハウなどを共有できる場
づくりをしよう！

など

他市町との広域連携で
取り組む内容として、例えば・・・

など

泉州地域の
広域連携
体制を構築

官側

民側

STEP4で検討
された内容
A) ーーーー
B) ーーーー

事業者

事業者

事業者
AやBの内容に取り組
む民間事業者を募集

共同
発注

• 共通の行政課題の解決
• 行政側の負担やコスト削減
• 性能発注による民間事業
者の工夫の発揮

などの期待の下…

官民連携事業の成立

官側：広域連携 民側：事業者

（仮称）泉州地域PPP/PFI地域プラットフォーム構想のイメージ

公共施設マネジメント分野において
例えば･･･

STEP1～6をより機能的に推進する仕組み、それが…

「（仮称）泉州地域PPP/PFI地域プラットフォーム」


